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小形超遠心機　CS-GXLシリーズ ／ S52ST形スイングロータ

　1996 年にフラーレンの発見でノーベル化学賞を受賞した一人である Richard Errett Smalley の
グループによって 2002 年 7 月、SCIENCE に報告された論文(*1)はカーボンナノチューブ(CNT)の遠
心分離による分離・精製法に新しい流れをもたらすものでした。懸濁液として重水を用いること
で、重水よりも密度が大きいマルチバンドルの CNT は沈殿となりますが、密度が小さいシングル
バンドルの CNT は上清中に残存することによって分離できる、というものでした。
　ここでは、遠心分離法をもう一歩進めて、ショ糖密度勾配を用いた密度勾配分離を行い、カイラ

リティーの違いなど、更に細かい分離の可能性について検討しました。

１． 遠心条件

遠心機：CS150GXL 形小形超遠心機

ロータ：S52ST 形スイングロータ

遠心管：5PA チューブ

回転速度：30,000rpm

最大遠心加速度：92,000×g

遠心時間：1時間、3時間、17時間、34 時間

遠心温度：20℃

密度勾配液：10%(w/w)～40%(w/w) ショ糖連続密度勾配液(重水使用) 約 4.5ml

試料：単層カーボンナノチューブの 1%SDS を含む重水懸濁液 約 0.5ml

２．結果

遠心時間：　　　１時間　　　　　　　３時間　　　　　　　17 時間　　　　　　　34 時間
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３．解説

　　　遠心時間が長いほど黒い CNT の粒子が分散、沈降し、液中の色が薄くなっていることが認
　　められます。このことは CNT の粒子が、大きさ（沈降係数）または密度により分離されてい
　　ることを示唆しており、これがカイラリティーなどの違いに基づくものであることが考えら
　　れます。
　　　また、密度勾配液としてショ糖の他にも種々考えられますが、一般にこの種の CNT 試料に
は比較的高密度の SDS などの界面活性剤が含まれるため、イオン性の密度勾配液よりは非イ
オン性（非電解質）の密度勾配液の方が望ましいと考えられます。

　＊１：Michael J. O’Connell, et al., Science, 297, 593-596 (2002)
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